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平成 19年 9月 1日改定 ・施行の接着剤に関する新ルールおよびその運用について

去る9月 1日 開催された第 2回理事会において、接着剤に関するルールが下記の通り改定
することが承認されました。つきましては、新ルールを運用するにあたってのガイ ドライン
を定めましたので併せてお知らせいたします。
関係者への徹底をお願いいたします。

平成 19年 9月 1日改定 口施行の新ルール

22,4  ラ バーの接着行為等
2.24.1 ラ パーをラケット本体に貼る場合に使用する接着剤は、揮発性有機溶剤を含んでいな

いものとして」TTAが 公観した接着剤のみとする。

224.2 揮 発性の有機滑剤を含むラバークリーナー等を使用してはならない。
224.3 主 要な大会では、審判長が定めた方法により、本会公認の

"Enez"を
用いたラケ

ツト検査が行われ、試合後のテストで競技者のラケットに基準を超える揮発性有機落

剤が含まれるとして
"Enez"で

赤ランプの表示が示された場合には、その競技者

に対してその試合のみの負けが宣告され、加盟団体に報告される。但し、同じ大会の

ラケット検査で同一競技者について2回 目の赤ランプ表示があつた場合には、その競

技者はその大会のそれ以降の試合に出場できない失格処分とする。
224.4 大 会では、競技者が公秘接着剤を使用してラケットにラバーを貼る場所が提供されな

ヽ

■2.24.1の 接着剤とは、液体、国形、シー トなど全ての接着済」をいう。

新ルール運用ガイ ドライン

1)ボ ランティアテス ト
ラケットテストが行われる大会では、選手は試合前にボランティアテス トを受けるこ

とができる。

2)大 会での検査対象者
審判長は、予め大会規模および Enezの台数に応じて、どの試合で、.どんな方法 (試

合前か試合後か)で テス トするかを決定する。検査対象選手の選定はランダム方式で

決定するものとする。

3)ラ ケット検査にあたつて

検査場所は、検査に影響を与えるガスの発生源のない場所を選び、Enezの取扱説明

書に従い検査を実施すること。

4)検 査を拒否した選手
ラケット検査を拒否する選手は、Ene2で赤ランプが点灯したと同様の扱いとする。

5)そ の他の検査
ラバーおよびラケット本体に関するルールは変更されていないので、厚き、平坦性な
どについては従来にも増してチェックを行つてください。

以 上



日本卓球ルール下で使用できる接着剤について

2007年5月 21日から27日にかけてクロアチアのザグレブで開催された国際卓球連盟(lTTF)の会議に
おいて、国際卓球連盟はグルーの公謡をいつたん全てなくす決定を致しました。
5月 30日現在、下記のITTF公謡グルーリスHこは1品目も公隷品はありません。

◎国際卓球連盟公認グルーリスト(httpノ/www.性能om/frontpage/社tfl,asp?catettory=Adhes貯es)

日本卓球ルールでは、その 「2.2.4ラバーの接着行為等Jで、
「ラバーをラケット本体に貼る場合、禁止されている溶剤を含んでいないlTTFに公認された感圧接着シ
ート、液体接着剤あるいは」TTAが 、公認した感圧機着シート、水溶性接着剤または国形接着剤のみ

を用いて行うものとする。」と、定めていますので、ITTF公認品がない現状ではJT~rA公認のものだけ
が使用できる接着剤ということになります。

◎日本卓球協会公調グルーリスト

[JTTA公 認 ,ITTF推 奨の新基準適合の機着剤]
平成 19年 9月 7日 現在

ジュウイック

アクアエフェクト ◎

アクアエフェクト2 ◎

エコロショット ◎

エコロショット2 ◎

アクアスティック ◎

PET Iンート ◎

ヤマト卓球
ウォーターグルー ◎

TSP接 着シート ◎

タマス

ウォーター ・チャック ◎

ニュークイック ◎

フィットチャック ◎

チヤックシート ◎

日本卓球

のリキッド ◎

のリシート ◎

フアインジップ50 ◎

ファイレジップ100 ◎

のリシートプラス ◎

ヤサカ 水のりさん ◎

ヨーラ

グリーンパワー ◎

回ッシーターボ ◎

エックスグルー ◎


